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【方法】対象は H 病院 NICU に入院中の早産児 41 名(平均出生時在胎週数 32.6 週、平均
出生時体重 1899.5g)で、除外基準を先天性疾患や脳障害を有する児とした。睡眠発達
の評価は aEEG (amplitude-integrated EEG)を用いて行い、 QS（ Quiet Sleep）の持続
時間を計測した。測定は QS が安定する在胎週数 37 週以降に実施した。神経行動発達の
評価は新生児行動評価法（ NBAS）を認定評価者が行い、慣れ反応、方位反応、運動、状
態の組織化、状態の調整、自律神経系の安定性の 6 項目を点数化した。統計学的解析は
QS の平均持続時間及びそのばらつきと、NBAS の 6 項目点数との関連を Spearman の順位
相関係数により調べた。すべての統計処理は SPSS を用い統計的有意水準は危険確率 5％
未満とした。  
【結果】QS の平均持続時間は NBAS の全ての項目において有意な関係性はみられなかっ
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